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 連絡事項 

【来週の予定】                  

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

29 日（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 月⑤ 月⑥ 月⑦ 

30 日（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

31 日（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 情報モラル啓発教室 水⑦ 

1 日（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 木⑦ 

2 日（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ 金⑤ 金⑥ 放課後 

※2日（金）５～６Ｈは 1年生はラブアースクリーン運動 

mamas café 来週の日替わりメニュー 

29 日（月） 30 日（火） 31 日（水） １日（木） ２日（金） 

サバのチーズ 

パン粉焼き 

トマトソース 

油淋鶏 唐揚げ 麻婆豆腐 
二色丼 

そぼろと玉子 

 

※今週の わたなべあけみ さん 

 

～ほんの少しが難しいんよねぇ。なかったら困るしありすぎたら無理するし～ 

回り道 

 本校の歌詞の中でも大切に歌い継がれてきている「回り道」。物事は最短の道

で無駄なく進む方が望ましいという価値観が一般的だと思います。いわゆる「無

駄を省く」と言う発想は、様々な価値観の主流になっています。最小の労力で

最大の効果を得る方が確かに生産的ではありますからね。 

 

 ただし、そんな価値観の中でも「急がば回れ」と言う一見逆行する発想も同

じように大切にされています。無駄だと省かれるもののなかからも、何か大切

な気づきがあることは間違いありません。要は、その人が「良い」と感じられ

るのであれば、それが近道であろうが回り道であろうが、両方あって良いので

す。どちらか片方の価値観が、逆の価値観を凌駕してしまう必要はありません。

感じ方ひとつで物事は一瞬で○にも×にもなるのです。 

 

 今年４月１０日に亡くなられた、ドレッシングでおなじみピエトロの村田邦

彦社長のお別れの会が今週月曜日に開かれました。３９歳で立ち上げたピエト

ロを一代で株式一部上場まで築き上げた村田社長の功績は偉大です。その歴史

は決して順風満帆ではなかったそうですが、どんな困難にあっても村田社長は

「納得のいく回り道にしよう」と、その失敗経験を「生かす」プラスな発想で

乗り切ってこられたそうです。無駄を省くと言うより、「無駄と思う発想」を省

いた結果が、今のピエトロの隆盛につながったのでしょう。 

 

 先日の新花祭、本当に感動的な素晴らしい一日でした。すべてが成功ではな

かったはずです。小さな失敗もたくさんありました。ならば、すべてを成功に

してしまえば良い。そこから学ぶことがあれば、全部全部成功です。 


